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　　正 常 マ ウ ス お よ び心 不 全マ ウス の 循環 系 にお よ ぼす DE 吸 入曝 露 の 影 響
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　ドキ ソ ル ビ シン （DX） に よ る心不全モ デル マ ウス お よ び正 常マ ウス を 用い て 、デ ィ
ー

ゼ
ル排気 （DE） （3mg／nl3）の 吸入暴露 に よる心臓 、血圧 に及 ぼす影響 を調 べ た 。実験 は DX 濃
度が 異なる条件で 2 回 にわた っ て 行 っ た・懇 1 で は DX の 投糧 が 16・g／kg また は 20nlg／kg
で 、DE 暴露開始 前 日と暴露 開始後 1 、 3 日目に 心 電図お よび 血圧 測定 を行 っ た。実験 2 で

は DX の 投与量が 12mg／kg また は 14mg／kg で 、　DE暴露開始前 日 と暴露開始後 2、 5 日目に心
電 図およ び血圧 測定 を行 っ た 。 実験 1で は、 DX］6 群、　DX20 群 に お い て DX 投与後の 心 拍数
減少 お よ び 血圧 低 ドが 明瞭 で 心臓抑制が強 く発現 して い る こ とが 示 された。 こ の こ とは 、
DX 投与群 で は、観 察期間 中に 生存個体数が減少 した結 果と も符合 した 。

　心 電 図解析結果で は 、実験 1 お よび実験 2 にお い て 、P 波、　Q 波 、　R 波 、　QRS群 、　S 波 お

よ び T 波 に つ い て そ れ ぞれの 振幅お よ び 間隔 （持続時間）を詳細 に検討 した。DX の 投 与に

よ る心電 図変化 は明 瞭 に認め られた もの の 、DE 暴露によ る 影響は 今回観察 した期間 中は 認
め られな か っ た 。 しか しな が ら、心拍数 に 関 して は DE 暴露に よ り増加 （DX　I　2mg／kg，］4mg／kg）
または減少 （DX16mg／kg，　 ZOmg／kg） と い う変化が観察 され 、　QT間隔も延 長 また は短縮 を 示

した 。 また 、血圧 に 関 して は 、DE 暴露 に よ っ て 上昇 （DX12mg／kg， 14mg／kg） ま た は低下
（DXt6mg／kg， 2〔lmg／kg）が示 され た。

　上 記の 実験成績 な どか ら、DE はマ ウス が軽度の 心機能不 全状 態で 心臓が代償機能を十分
に働かせ る余力がある 場 合に は、心機能 を亢進 させ 、また 血圧 を上 昇 させ る方 向に 作用 す

る が 、 マ ウス が 重度 の 心機能不 全状態 で は心臓 の 収縮 力を弱 め血 圧 を低下 させ る 方向に 作
用 す る こ と が 考え られ た 。前者は 心臓の 酸素需要 を高め る た め に 心臓 に対 す る 負担が 増大

する とい う意味で リス クが あ り，また 後者は心臓の 血液駆出 力 を低下 させ る とい う意 味で

それ ぞ れ リス クが 生 じる も の と思わ れ る。
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